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保険バリューチェーン全体にわたる人工知能

あらゆる分野の企業が、人工知能（AI）を重要なツールとして採用しています。保険業界では、引受業務から保険金支
払いやカスタマーエンゲージメントに至るまで、AIによってビジネスプロセスを再構築しようとしています。その利点は
1 、パーソナライゼーションの促進とコスト効率の向上を背景に、保険の利用可能性、手頃さ、および利用しやすさが向
上し、プロテクションギャップの縮小に役立つ可能性があることです2 。

図1: 保険バリューチェーン全体のAIユースケース

出典:The Geneva Association, adapted from Eling et al. and Accenture

 
AIは保険バリューチェーン全体に適用できます。具体的なユースケースとしては、音声認識、パターン認識や画像認
識、およびデータドリブンな意思決定などが挙げられます。使用する分野に応じて、強化され、カスタマイズの進んだ顧
客体験、利用ベース保険などの革新的な商品、および迅速かつ効率的な保険金支払いをお客様に提供します。これに
より3 、保険会社はリスクを予測して防止することで価値提案を強化し4 、社会のレジリエンスを高め、不正行為の検出
を向上させ、さらにリスクをより詳細に把握できるようになります5 。

1 The Geneva Association 2020. Author: Benno Keller.  
2 Eling et al. 2022; Accenture 2018.
3 Kelley et al. 2018. 
4 The Geneva Association 2020.
5 McKinsey 2021.
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AIと保険:最新情報

AIは保険会社のコアビジネスの改善を支援しますが、コ
アビジネスそのものを変えるものではありません。保険
引受は中核的なプロセスであり、リスクの評価とプライシ
ングが含まれます。このプロセスは6 、過去の経験に関す
るデータなどに基づいています。AIは迅速なデータ処理
と分析機能、相関関係の発見、新しいデータソースの活
用、および引受会社のより正確なリスク評価を可能にす
ることで、このプロセスを強化します7。 保険会社の専門
家に実施したインタビューでは、保険会社はAIの結果に
盲目的に依存しているのではなく、AIが人間の意思決定
を強化していることが示されています。

 
図2：AIに関するリスクおよび懸念への対応

出典:ジュネーブ協会

6 Cummins and Doherty 2006.
7 Guelman 2015.
8 IMD 2022.
9 EIOPA 2021.

AIに関するリスクおよび懸念

最近、ChatGPTのような生成AIツールの台頭により、AI
のリスクと課題が注目を集めています。保険業界では、透
明性や説明可能性の欠如、差別、バイアス、不公平、保険
料支払い不能、引受謝絶、およびデータ関連の問題など
が主な懸念事項となっています8 。 これらの問題は、必ず
しも保険にとって新しいものではなく、AI利用の結果、別
のチャネルを通じて発生しています。保険会社は、これら
AI固有のリスクに対処するために、EIOPAによって発行さ
れたAIガバナンス原則などに従って9 、AIモデルにおける
不要な相関を検出および防止する方法論、引受業務に使
用される格付け要素の自主的な制限、およびAI関連のリ
スクを管理するための目的で設計されたガバナンス構造
など、さまざまな対策を採用しています。重要なことは、保
険におけるAIによる意思決定が変更可能であるため、関
連リスクが他の分野のものとは大きく異なることです。
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AIの規制

AIのリスクやマイナス面に対する公衆の懸念は、世界中
の政策立案者や規制当局に行動を起こすよう圧力をかけ
ています。これにより、特に欧州連合において、保険に特化
したものや分野横断的なものなど、さまざまな規制の取
組みが行われてきました。後者は、保険ビジネスモデルの
特徴や既存の規制枠組みを考慮していないため、保険の
イノベーションを阻害する可能性があります。対照的に、
一部の法域では原則に基づいたアプローチを採用してお
り、保険におけるAI固有のリスクを管理するために、既存
の技術中立的な規制をどのように適用できるかについて
のガイドラインを発行しています。AI開発が急速に進んで
いることを考慮すると、具体的で規範的なAI規制を策定
することは、動いている標的を捉えようとするようなもの
です。これは、イノベーションを制限する一方で、規制が急
速に時代遅れになるリスクをもたらします。政策立案者に
とって重要な課題は、AIリスクを最小限に抑えて消費者

と市民を保護することと、イノベーションの余地を十分に
確保し社会全体に利益をもたらすこととのバランスを取
ることです。

保険分野におけるAIは、データ保護や保険流通規制な
ど、すでに規制の対象となっています。特に、バイアスや差
別など保険におけるAI利用に関するリスクと懸念は、既
存の分野別および分野横断的な規制によって十分に網
羅されています。EU、英国、米国、および中国などの主要
な保険市場における規制の枠組みには、反差別、ジェンダ
ー平等保護、および消費者保護の規定に対処する法律や
規制が含まれています。また、データの利用と処理におけ
る透明性と、自動化された意思決定における人間による
監視の必要性も強調しています。これらの既存の技術中
立的な規制は、今日の状況においてAI規制の策定を使命
とする政策立案者には十分に理解されていないことがよ
くありますが、それでも保険分野におけるAI関連リスクを
管理するための強固な基盤となります。 

出典:ジュネーブ協会

図3：AI関連リスクのEU、中国、英国および米国における既存の規制や法的枠組みへの取り込み
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結論および提言

保険には、AIが登場するはるか昔から、バイアス、差別、
および引受謝絶などのリスクが存在していました。保険に
おけるAI利用に関する新たなリスクは、AIの影響が広が
る速度と、AIの誤使用による潜在的な影響の範囲です。

AIに特化した規制がなくても、保険においてAIは真空状
態ではありません。たとえば、すでにデータ保護や保険流
通規制の対象となっています。保険におけるAIへのアプ
ローチを開発する際、政策立案者と規制当局は、これら
の規制を活用し強化することで、消費者保護とイノベー
ションの実現との間で適切なバランスをとらなければな
りません。

これを考慮して、私たちは政策立案者および規制当局に
対して、次の推奨事項を提言します。

1. AIの慎重な定義：規制上の目的におけるAIの定義
をめぐって、議論が続いています。有効な定義は、AI
を自己学習アプリケーションに限定し、保険におけ
る既存の慣行の過剰な規制を避けるために、機械
学習に焦点を当てるべきです。

2. 既存規制の適用：AI関連リスクに対処する際には、
規制当局が既存の技術中立的な枠組みを活用し、AI
という状況においてこれらの規制を適用するための
ガイダンスを更新することが重要です。

3. 原則に基づく規制の策定：AIは急速に進化している
ため、AIを規制することは複雑で変化する課題とな
っています。現在の規制に基づいた原則ベースの規
制アプローチは、イノベーションと競争を阻害するこ
となくAIリスクを管理するための最も有望なアプロ
ーチを提供します。

4. 保険におけるAIの具体的な特徴の検討：保険にお
ける意思決定の変更可能性と既存の規制枠組みの
有効性が実証されているため、技術などの規制が緩
い分野やAIによる決定が変更不能で深刻な影響を
及ぼす可能性のある分野と比較して、分野横断的な
規制の効果は非常に低くなります。

5. 顧客の成果への着目：データガバナンスの枠組み
は、保険数理上の公平性を確保し、差別を防止する
上で重要な役割を果たすことができますが、リスクを
評価し保険料を決定するために使用される個々の格
付け要素の規制を過度に強調しないことが重要で
す。顧客の成果を重視したデータガバナンスへのバ
ランスのとれたアプローチは、公正かつ非差別的な
方法でイノベーションを促進するのに役立ちます。

6. 国際的協力：各国は、保険におけるAIのユースケース
に特化したガイダンスを策定するために協力すべき
です。各国の規制とガイダンスが調和すれば、保険会
社はAIがもたらす課題や機会により効果的に対応で
きるようになります。

また保険会社は、AIの責任ある利用に関する信頼を構
築する上で大きな役割を果たします。AI利用に関する懸
念を真剣に受け止めるべきです。たとえば、透明性を採用
し、引受業務や保険金支払いなど消費者と向き合う業務
分野でAIがどのように使用されているかを明確に伝える
ことです。さらに、保険会社はAIモデルの結果を監視する
ことが重要です。現在、バイアスの結果をテストすること
は困難ですが、保険会社は規制当局、監督当局、および
消費者団体などの利害関係者と協力して、テスト方法を
開発し、保険におけるAI利用に関するより広範な懸念に
対処するべきです。
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